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【ウラ面に続く】

“中野方好き”の積み重ねが未来を拓く

こんにちは。移住定住委員会委員長（地域協議会会長）の柘植昭男です。 平素より、移住定住委員会（通称：

おんさいなかのほう）の活動にご理解とご支援を賜り、心より御礼申し上げます。

まずは、この場をお借りして消防団中野方分団の皆さまへお祝いを申し上げます。

6月14日に開催された「恵那市消防協会操法技術競技会」において見事優勝されたこと、心よりお祝い申し上

げます。 日頃の鍛錬と結束の賜物であり、地域の誇りです。

さて、最近“おっ”と思う出来事がありました。6月10日の恵那北中学校・運営協議会で示された「令和9～11

年の新入生数」のデータです。笠置町・飯地町が年々減少している一方で、中野方町は 令和9年9名、10年10

名、11年11名と増加 していました。

これは本当に嬉しいことであり、移住定住促進の取り組みが確かな成果を生み始めていると実感しています。

しかし現実として、今年の小学校新入生は3名。 子どもの数は確実に減っています。 だからこそ、子育て世帯

の移住者を増やすことが重要ですが、これは簡単ではありません。

そこで、まず取り組むべきは 交流人口・関係人口を増やすこと です。

6月6日の「田の神様灯祭り」には町外から約300名もの方が訪れてくださいました。

この流れをさらに広げるため、移住定住委員会では「ライフシフトえな」「中野方冒険

遊び場」などのイベントを企画し、中野方町の魅力を積極的に発信していきます。

中野方町を“好き”になってもらうこと。

 その積み重ねが、「住みたい」、「帰って来たい」の未来の移住につながります。

町民の皆さまには、今後とも温かいご協力とご支援を賜りますようお願い申し上げ

ます。
移住者とおんさいなかのほう
メンバーとの交流会
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